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リハビリテーション医療に携わる医師向けの
e-ラーニング教材を作成しました
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今回、健育会グループでは「リハビリテーション医療に携わる医師の心得」と称した教材を作成しました。当

グループで働くすべての医師を対象に、オンラインで視聴できるものです。この教材を作るにあたって、私が

込めた思いをお話します。

健育会グループが掲げる「病院のValue（期待される価値）」は“質の高い医療”です。提供するには “チーム医療が

確立されている病院”であることが欠かせません。このチーム医療の重要性は、急性期医療であろうが慢性期医療で

あろうが、まったく変わらないと信じています。

急性期病院と慢性期病院では、医師の役割が異なります。急性期において、医師はチームのリーダーですが、慢性

期、すなわちリハビリテーションでのチームリーダーは必ずしも医師とはかぎりません。

しかし、リハビリにおいても患者さんやご家族は、医師の言葉を期待しています。医師が患者さんのご家族とお話す

る際、病状だけでなくリハビリテーションに関する今後の希望や期待まで説明してくれると、どれほどご家族は安心

されることでしょうか。

同時にコメディカル―PT（理学療法士）やOT（作業療法士）、ST（言語聴覚士）、ナースなど―も、医師のリー

ダーシップを期待していると感じています。リハビリテーションカンファレンスにおいても、医師の立場からの意見

はスタッフ全員のレベル向上につながるでしょう。

このような希望や期待に応えるべく、医師には知識をさらに磨いていただきたい。本来の専門領域に加え、リハビリ

の知識をもった上でチームの一員として参加してほしいのです。しかし、国内には“日々の臨床に役立つ教育プログ

ラム”があるとは思えません。

そこで今回、健育会では医師監修のもと、グループ内の知力を結集して教材を作り上げました。健育会のノウハウが

蓄積された門外不出の貴重なものです。医師がチームを引っ張りながら、リハビリに携わるすべてのスタッフが“ワ

ンチーム”となり、患者さんやご家族を安心させられる医療を提供するために、役立つツールとして完成しました。


